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働
き
方
改
革
や
労
働
環
境
の
改
善
が
叫
ば

れ
る
中
、
従
業
員
の
健
康
を
守
る
「
健
康
診

断
」
の
重
要
性
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

企
業
側
に
は
従
業
員
に
健
康
診
断
を
受
け
さ

せ
る
法
的
義
務
が
あ
り
、
従
業
員
側
に
も
そ

れ
を
受
け
る
権
利
と
義
務
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
現
場
で
は
「
忙
し
く
て
受
け
て
い
な

い
」「
結
果
を
放
置
し
て
い
る
」
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

1 

健
康
診
断
の
目
的
と
は
？

　
健
康
診
断
は
、
従
業
員
の
健
康
状
態
を
把

握
し
、
労
働
に
起
因
す
る
疾
病
の
予
防
や
早

期
発
見
、
職
場
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
に

実
施
さ
れ
ま
す
。
単
な
る
形
式
的
な
チ
ェ
ッ

ク
で
は
な
く
、
企
業
が
安
全
配
慮
義
務
を
果

た
す
う
え
で
欠
か
せ
な
い
制
度
で
す
。

　
特
に
、
長
時
間
労
働
や
ス
ト
レ
ス
過
多
に

よ
る
精
神
疾
患
、
生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
、

現
代
の
働
き
方
は
健
康
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ

せ
で
す
。
定
期
的
な
健
康
診
断
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
早
期
に
察
知
し
、
適
切

な
対
処
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2 

健
康
診
断
の
法
的
根
拠

　
　
　
～
企
業
の
〟義
務〝
と
は
？
～

　
健
康
診
断
の
実
施
義
務
は
、
労
働
安
全
衛

生
法
第
66
条
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
企
業
（
事
業
者
）
は
労
働
者
に
対

し
、
雇
用
時
健
康
診
断
、
定
期
健
康
診
断
、

深
夜
業
従
事
者
健
康
診
断
、
特
診
健
康
診
断

を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

企
業
が
こ
れ
ら
の
診
断
を
怠
る
と
、
労
働
基

準
監
督
署
か
ら
指
導
・
是
正
勧
告
や
罰
則

（
50
万
円
以
下
の
罰
金
）
が
科
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

3 
健
康
診
断
を
〟受
け
る〝
こ
と
は

　
　
　
労
働
者
の
〟権
利〝
か
つ
〟義
務〝

　
健
康
診
断
は
、
企
業
が
従
業
員
に
提
供
す

る
義
務
が
あ
る
一
方
で
、
従
業
員
自
身
が
受

け
る
義
務
も
あ
る
こ
と
が
、
労
働
安
全
衛
生

法
施
行
規
則
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
第
44

条
な
ど
）。

　
女
性
の
健
康
は
、
生
活
習
慣
や
社
会
環
境

に
加
え
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
を
受
け
や

す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
、

女
性
ホ
ル
モ
ン
が
急
激
に
低
下
す
る
更
年
期

以
降
は
婦
人
科
系
の
病
気
を
は
じ
め
、
生
活

習
慣
病
な
ど
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
予

防
と
健
康
づ
く
り
に
よ
り
、
次
の
ス
テ
ー
ジ

に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ

て
検
査
内
容
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
健
康
診
断

女
性
向
け
　
知
っ
て
ほ
し
い
健
康
診
断

を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
ま
す
。
当

セ
ン
タ
ー
で
は
上
記
の
よ
う
な
一
般
的
な
内

容
に
合
わ
せ
て
、
個
人
が
持
つ
要
因
（
基
礎

疾
患
、家
族
背
景
な
ど
）を
十
分
に
把
握
し
、

受
診
者
に
寄
り
添
っ
た
内
容
で
の
検
査
を
案

内
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
私
個
人
と
し
て
は
、
乳
が
ん

検
診
を
積
極
的
に
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
乳
が
ん
は
乳
腺
の
組
織
に

で
き
る
悪
性
腫
瘍
（
が
ん
）
で
す
。
女
性
で

は
8
人
に
1
人
、
年
に
約
10
万
人
が
か
か
り

（
2
0
2
3
年
）、
女
性
に
と
っ
て
最
も
多
い

が
ん
で
す
。
最
新
の
2
0
2
4
年
の
デ
ー
タ

で
は
、
女
性
全
体
の
部
位
別
が
ん
死
亡
数
で

は
4
位
に
な
り
ま
す
が
、
年
代
別
に
見
る
と

30
歳
か
ら
64
歳
ま
で
で
は
1
位
に
な
り
ま

す
。
適
切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
高
い
確
率
で

完
治
が
見
込
め
ま
す
（
ス
テ
ー
ジ
１
～
２
で

発
見
さ
れ
れ
ば
9
割
以
上
に
完
治
が
見
込
め

ま
す
。
特
に
ス
テ
ー
ジ
１
は
99
％
と
ほ
ぼ
全

て
完
治
が
可
能
で
す
。
早
期
発
見
の
メ
リ
ッ

ト
が
極
め
て
高
い
が
ん
と
言
え
ま
す
）。
当

セ
ン
タ
ー
で
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
撮
影
、
乳

腺
エ
コ
ー
検
査
に
関
し
て
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
が

す
べ
て
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
各
検
査
で
要

精
査
と
判
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
安
心
し
て

2
次
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
丁

寧
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

■
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
支
え
る
活
動

　
近
年
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害
は
「
痛
み
が
出
て
か
ら
受
診

す
る
」
の
で
は
な
く
、「
ケ
ガ
を
未
然
に
防
ぐ
」
と
い

う
予
防
の
考
え
方
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
で
も
こ
の
視
点
を
大

切
に
し
、
院
内
で
の
リ
ハ
ビ
リ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
障
害
予
防
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち

が
ケ
ガ
の
た
び
に
市
外
の
遠
方
の
病
院
ま
で
通
院
し
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
、

こ
の
地
域
で
支
え
た
い
」
と
い
う
強
い
想
い
が
、
私
た

ち
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■「
知
る
」か
ら

　
　
　
　「
で
き
る
」へ

　
地
域
の
学
生
や
保
護

者
、
指
導
者
を
対
象
と
し

た
当
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
主
催
の
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ

や
正
し
い
体
の
使
い
方
な

ど
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い

ま
す
。
単
に
知
識
を
伝
え

る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に

体
を
動
か
し
な
が
ら
学
べ

る
実
践
的
な
内
容
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

健
康
診
断
の
重
要
性

み
え
病
院
健
診
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
　
医
師
　
堀
　
友
希
子

地
域
と
と
も
に
歩
む

ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動

み
え
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
　
理
学
療
法
士

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー

藤
田
　
将
志

2



　
い
ろ
い
ろ
心
配
だ
け
ど
、
ど
の
検
査
を
受

け
た
ら
安
心
で
き
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
家

族
か
ら
検
診
を
ち
ゃ
ん
と
う
け
な
さ
い
、
と

言
わ
れ
る
け
ど
、
症
状
な
い
し
、
ど
う
い
う

検
査
を
う
け
た
ら
家
族
に
納
得
し
て
も
ら
え

る
だ
ろ
う
か
、
な
ど
お
困
り
の
場
合
は
、
是

非
健
診
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　「
な
ぜ
こ
の
動
き
が
必
要
な
の
か
」「
ど
う
競
技
に
活

き
る
の
か
」
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
、
日
々
の
練
習

前
後
で
も
継
続
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
保
護

者
や
指
導
者
と
も
正
し
い
知
識
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り
育
む
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

■
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
私
た
ち
は
、
た
だ
ケ
ガ
を
治
す
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
た
ち
が
「
再
び
全
力
で
プ
レ
ー
し
た
い
」
と
願
う
気

持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
年
齢
や
性
別
、
競
技
種
目
に
よ
っ
て
、
体
に
か
か
る

負
担
や
必
要
な
筋
力
は
異
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の

目
標
や
競
技
特
性
に
合
わ
せ
た
丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
、
安
心
し
て
復
帰
で
き
る
よ
う
全
力
で
支
え
ま
す
。

■
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
て

　
こ
う
し
た
活
動
の
広
が
り
に
よ
り
「
ス
ポ
ー
ツ
の
相

談
な
ら
み
え
病
院
へ
」
と
い
う
信
頼
を
い
た
だ
き
、
受

診
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
に
根
ざ
し
た
病
院
と
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
大
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
ス

タ
ッ
フ
一
丸

と
な
っ
て
サ

ポ
ー
ト
に
取

り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
当
院
の
放
射
線
科
は
診
療
放
射
線
技
師
7

名
体
制
で
日
々
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
徴
的
な
の
は
、
7
名
の
内
４
名
が
女
性

で
あ
る
こ
と
で
す
。
2
0
2
4
年
度
の
厚
生

労
働
省
調
査
で
は
、
全
国
の
診
療
放
射
線
技

師
の
資
格
登
録
者
は
約
10
万
人
。
内
女
性
技

師
は
3
割
程
度
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
当
院
の
女
性
技
師
の
比
率
の
高
さ
が
御

理
解
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
特
徴
を
活
か
し
、
女
性
特
有
の
検
査

を
安
心
し
て
受
け
て
頂
く
体
制
づ
く
り
と
し

て
、「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
施
設
・
画
像

認
定
施
設
」
の
指
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
2
名
が
「
検
診
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
撮

影
認
定
診
療
放
射
線
技
師
」
の
資
格
を
有
し

て
い
ま
す
。

　
4
名
の
女
性
技
師
の
内
、
3
名
が
同
期
入

職
で
あ
り
、
他
1
名
も
年
齢
が
近
い
た
め
、

良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

ら
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。
空
き
時
間
に
は

前
述
の
堀
医
師
よ
り
直
接
指
導
を
受
け
る
な

ど
積
極
的
に
研
鑽
を
積
み
、
患
者
さ
ん
に
安

心
且
つ
質
の
高
い
検

査
を
受
け
て
頂
け
る

よ
う
日
々
努
力
し
て

い
ま
す
。

※�

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

　
乳
房
Ｘ
線
撮
影
、
触

診
で
は
見
つ
け
に
く
い

早
期
乳
が
ん
の
発
見
が

可
能
と
さ
れ
る
検
査

注1）上の表は、適応となる各健診・検診の対象年齢を示しています。 注2）検診の内容は、自治体によって異なる可能性があるため、お住まいの市区町村にお問い合わせください。
※1 子宮頸がんの発生には主にHPVが関わっています。 ※2 骨粗しょう症検診制度では、骨密度測定および問診による検診を行っています。 
※3 特定健診は、生活習慣病の予防のための 健診で被保険者および被扶養者に実施されています。

ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチンを接種していても定期的な検診が必要です。※1　
前がん状態と診断される方は、20～40代の若い女性に多く、がん発症は30代後半～40代がピーク

20 30 40 50 60 70 （歳）

子宮頸がん（対象：20歳以上、受診間隔：2年に1回）

乳がん（対象：40歳以上、受診間隔：2年に1回）

思春期 性成熟期 更年期 老年期

初　経

エストロゲンの
急激な増加

エストロゲンの
急激な低下

閉　経

骨粗しょう症※2

（対象：40～70歳、受診間隔：5歳刻み）

生活習慣病※3（高血圧症、糖尿病など）（対象：40～74歳、受診間隔：年1回）

胃がん
（対象：50歳以上、受診間隔：2年に1回）

肺がん
（対象：40歳以上、受診間隔：年1回）

大腸がん
（対象：40歳以上、受診間隔：年1回）

がんと診断される方は、30代から増加し始め、40代後半～50代前半がピーク

※厚生労働省 健康日本21アクション支援システムより引用

女
性
に
も
安
心
し
て
検
査
を
受
け
て

頂
け
る
体
制
づ
く
り
（
放
射
線
科
）

３



高齢者の生活を総合的に支える相談窓
口として、地域包括支援センターは豊後
大野市役所・支所内に設置され、介護・
介護予防、認知症、権利擁護など幅広
い相談に応じています。センターには社
会福祉士、保健師、主任ケアマネジャー
など21名の専門職員が在籍し、関係機
関と連携しながら日々地域の支援に取り
組んでいます。今年4月、そのセンター
長に就任された後藤涼子さんにお話を伺
いました。

【地域で積み重ねてきた経験】
後藤さんは福岡県京都郡みやこ町の出
身。産業医科大学を卒業後、大分県杵
築市の企業で産業保健師として勤務し、
平成21年に豊後大野市社会福祉協議会
に入職し、豊後大野市地域包括支援セ
ンターへ保健師として配属。その後、地
域福祉課にてあんしんサポートやボラン
ティア、ふれあいサロンなど、地域のさ
まざまな場で経験を重ねてきました。三
重町に戻って8年目となる現在、43歳と
いう若さでセンター長に抜擢されていま

す。「困り事や相談があればすぐに動く」
軽やかなフットワークは、センター長と
なった今も変わりません。加えて、経験
豊富なスタッフの存在もセンターの大き
な力となっています。

【暮らしに寄り添う楽しみと交流】
3人の子育てをしながら働く後藤さん
は、もともと「働いていたい性分」。夫
の理解と義父母や義姉の支えに助けら
れながら、仕事と育児を両立してきまし
た。休日にはお子さんの高校野球を応
援し、元気をも
らうことも多い
そうです。
また、高校時代
に吹奏楽部で親
しんだフルート
を数年前に再開。
月1回のレッスン
を続けながら、
地 域 交 流 の 場
「ひなたぼっこ」
や「ふれあいサ

ロン」のクリスマス会・新年会に招かれ、
演奏を披露しています。

【〝困る前からつながれる〟場所を目指して】
「困ってから相談する場所ではなく、元
気なうちからつながれる窓口でありたい」
と語る後藤さん。介護や健康、暮らしの
不安ごとを早めに受け止められるよう、
出前講座や講演会、地区社協の活動等
を通して、日頃から地域のみなさんとの
つながりづくりに力を入れています。専
門職がチームで関わり、地域の方の「困っ
たな」「何とかしてあげたい」という思い
を、医療・介護・福祉の制度や地域の
支え合いにつなぐのも、地域包括支援セ
ンターの大切な役割です。
今日も、高齢者の暮らしを守る身近な総
合相談窓口として、地域の中を走り回っ
ています。
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帰巖会みえ病院
〒879-7111
豊後大野市三重町赤嶺1250番地1
TEL : 0974-22-2222

介護老人保健施設 泉の里
〒879-7111
豊後大野市三重町赤嶺1254番地1
TEL : 0974-22-7885

ケアホーム青いみちIKI本館
〒879-7111
豊後大野市三重町赤嶺1259番地
TEL : 0974-26-4170

ケアホーム青いみち
IKIおれんじ館
〒879-7111
豊後大野市三重町赤嶺1259番地
TEL : 0974-22-0102

あさじ町クリニック
〒879-6222
豊後大野市朝地町朝地906番地７
TEL : 0974-64-1234

清川巡回診療所
〒879-6903
豊後大野市清川町砂田1877番地3
TEL : 0974-35-3561

豊後大野エリア 臼杵・大分エリア

臼杵病院
〒875-0023
臼杵市江無田1154番地1
TEL : 0972-83-8100

ケアホーム竹あかり
〒875-0023
臼杵市江無田1154番地1
TEL : 0972-83-8110

大嶋医院
〒879-7501
大分市竹中2666番地
TEL : 097-597-0015

人から人へ襷で繋がっていく

豊後大野市地域包括支援センター　

� 　センター長　後藤　涼子 氏

豊後大野市地域包括支援センター
豊後大野市三重町市場1200番地
電話：0974-22-0505
　　　（24時間電話連絡可）

　みえ病院では、現在運行しております外来診察・外来リハ
ビリテーションの送迎に加え、9月より、新たに下記のサー
ビスを開始致します。
①�近隣の医療機関（診療所など）からの紹介患者さんのお迎え
　・運 行 時 間：月～金の9時～ 15時まで
　・�対象について：�ご紹介頂いた患者さんの内、緊急性が低

く、通常の車両に乗車可能（一般の車い
すは可）な状態の方

②�レスパイト入院（医療ケアが必要な方の一時的な入院）をご希望の
患者さんのお迎え
　・運 行 時 間：�月～金の午後（お迎えの時間については、ご相

談の上、決定致します）
　・対象について：�緊急治療の必要性が低く、主にレスパイト入院や

リハビリ目的での入院をご希望される患者さん
※�詳細については、改めて関係機関のご担当者様へご案内致します。
　臼杵病院、大嶋医院へのお見舞い便（毎週火曜日の午後）も運行
中です。お気軽にお問い合わせください。

新たな送迎サービスについて
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